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謙：はいじゃあサムちゃんお願いしま～す。

サム：は～い。

まずサムちゃんの事業内容を教えてください。

サ：『合同会社MonkeyBusinessCO.』という会社
で活動してるんですけれど、今のところ The 
Dojo Climbingがメインで、ボルダリングジム
なんですけれど、カフェバーもあって登らな
くても寛げるスペースというものでやってい
ます。

いつから始めたの?

サ：来月でちょうど 1年になります。

謙：だから…去年 (2020 年 ) の 12 月に始めたん
だね。それは元々どんなきっかけでボルダリ
ングをやろうと思ったの？

サ：きっかけは…昔、趣味で週 4ぐらいの頻度で
（ボルダリングを）やってたんですけれど、野沢
に引っ越してきた時に、すごい村が気に入っ
たんですけれど、これがあったら尚更いいなっ
ていう…。自分が趣味で週 4でやっていたから、
出来なくなったのがちょっとロスに思えたの
と、ちょうどグリーンシーズンとコロナ真っ最
中な時に前の仕事をやめたので、 仕事も探して
いないから、自分で始めるしかないかな～。っ
ていうノリもあって。

謙：おお。「なら自分で作っちゃおう！」とね。
 非常に合理的なね。

『The Dojo Climbing』の名前の由来は？

サ：結構、海外のボルダリング場も、元々有った
建物の名前を付けるっていう文化があって。
工場とか、前は違う用途に使われている建物で
壁を作る（ボルダリングの）ことが多いんです
けれど、 そういうところも名前を変えずに…。
歴史を伝えるという意味でも。 だからロンド
ンへ行けば『castle』っていうボルダリング場
もあれば、『The Biscuit Factory』というとこ
ろも有ったし、『The Arch Climbing』ってい
う路線の下の…とか。ここも『道場』ってい
う名前でみんな知っているし、元柔道場だっ
たっていうのも、誰かにわかるように。あえ
て名前をそのままに。

謙：その文化いいね。前の人も嬉しいだろうし。
 かっこいい文化だね。

野沢へ来る前はどこで（趣味で）ボルダリングやってたの？

サ：えっと、来る直前は東京にいたんですけれど、
その前は 7年間ヨーロッパにいて、ロンドンが
メインだったんですけれど、イタリアとフラン
スにもいて、結構転々としてたので、 まあ引っ
越し先もだけれど、旅先には必ずボルダリン
グのシューズも持って行って…とりあえずジム
に行けば現地の人とかと、お話ができたりす
るので、そこが入り口って感じで。

謙：そんなにそこら中にボルダリングってあるもの
なの？

サ：結構あります。今は日本も人気上昇中なので、
増えてきているんですけれど、ヨーロッパは特
にいっぱいあって、ここに来るお客さんは結構
「珍しい空間だね。」って言ってくれるんです
けれど、イギリスとかフランスは、ほんとにも
う…ハンモックが置いてあったり。

謙：へ～！

サ：私がロンドンで通っていたジムは、オーガニッ
クガーデンもあって…そこの食材をカフェで
使ってとか。ジムへ行くんだけれど、そこで
お昼も食べて、デスクワークもして、それか
ら登って、っていう…。もうほんとに1日居
られるような施設でした。

謙：いや～、それは素敵だね。結構ヨーロッパって
いうのはそういうのをミックスしてって感じな
んだね。

サ：ん～なんかルーズ…カジュアルさが良くって。
行きやすいし友達も作りやすいし。

謙：本当だね～。

サ：それが東京のジムへ行った時に、同じコミュニ
ティ感がないというか、同じ感じで人と繋が
れないっていうのが結構フラストレーションに
なっていたっていうか。

謙：旅してみるもんだね。そういうヨーロッパの考
えって本当に素敵だね。

サ：なのでここの事業計画とかイメージした時も、
結構今までに行ったジムをまた思い出して、
その良い所を取り込んで作ったっていう感じ
かな。

謙：おお～良いですね。

サ：バーが併設という所も多いし、なければ登っ
た後にパブに行くみたいな、そんな習慣があ
るので。趣味も一緒にやるし、その後の交流
も一緒にするし。その辺が東京ではあまりな
かったですね。

謙：日本はやっぱりスポーツはスポーツでって感じ
なんだね。

サ：なんかもうちょっとストイックな感じです。

謙：ヨーロッパは仕事として行ってたの？

サ：行ったきっかけはロンドンの大学なんですけ
れど、卒業して翻訳の仕事をして…リモート
ワークが出来たのでグルノーブルに 1年ぐらい
フランス語の勉強がてら住んで、それでよくス
キーとかも行って… その後ロンドンに戻って、
クラフトビールのブルワリーで仕事を 2年ぐら
いしました。

謙：ああ、それでトム（AJB）のところに？

サ： それは東京にいるときに冬は白馬で過ごして、
やっぱり山がいいなと思って…えっと、ビー
ル関係の仕事がすごく楽しかったのと、山が
好きだから…それが組み合わさればいいなぁと
ちょうど思っていた頃に。 あとボルダリングで
なかなか友達が今までみたいな感じで出来ない
から、イベントを積極的に探していたら「ブリ
コラージュ」っていうブレッドビールのパンを
提供しているパン屋さんで、ブレッドビールの
発売のイベントがあって…そこに行って初めて
AJBのことを知りました。

謙：ああ、本当！？ すごい巡り合わせだね。

サ：はい。 東京にいた時は全然関係ないマーケティ
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私もまさかパンを売るようになるとは思わな
かったです。

謙：『七良兵衛』で捏ねてるの？

サ：はい。七良兵衛のキッチンを貸してもらってい
ます。なので店舗は構えていないので、予約
制でメッセージをいただけるとラク…なのと、
私が焼いたら「焼いたよ～」とメッセージを出
して。あとはスキー場で夏使ってもらっていた
り。今はサンアントンでも使ってもらってるん
ですけれど。 なんか自然と広がって…。

謙：まあキャラ（サムちゃんの）も良いからね。

サ：ありがとうございます ( 笑 )

事業をしていて大変な事はある？

サ：えっと…コロナ禍での起業は想像以上に大
変でした。初めて起業するので比べられないん
ですけれど、やっぱり…先が見えないのとか、
あと…すごく計画を立てて起業したわけではな
いので、比較的咄嗟の決断で（笑）　貯金もし
ていたわけではないので、やりたいことがな
かなかキャッシュフローの問題で出来ないっ
ていうフラストレーションはあるし、 後は「一
人でやる」っていうのがすごく大変だなって。
うん…。

謙：まあ、それはきっと楽でもあり大変なこともあ
るよね。

サ：そうですね。確かに楽なところもあるんだけれ
ど、その…事務作業から、ここの営業の時間ま
でって思うと、結構大変だなって思います。と
いうのは単純に、もう1人いれば「このアイディ
アどう？」とかもお互いにし合えるのが、1人だ
となかなかそれが。

謙：だよね。いつも自分で「答え」を出さなければ
いけないわけだからね。

サ：はい。それがちょっと怖かったりはします。で、
ボルダリングも趣味程度でやっていたので、ジ

ムで働いた経験もなかったので…そこも多分準
備不足だったところはあります。 野沢にも一年
しか住んでいなかったし。

謙：そうだよね。人の流れだったりも掴みにくいだろ
うね。 売り上げ面は予想と比べてどうだった？

サ：なんか予想がほんとにできなかったので、去年
の冬もどうなるかわからなかったし…

 （ボルダリング中のお客さんに対して「色で分けてい
ます。ここにテープが貼ってあるんですけれど、黄
色が一番簡単です。黄色、オレンジ、ピンク…てい
う順番です。」）

 すみません。予想はできていなかったので「こ
の先伸びたらいいな。」って。

謙：だからどうにかなるだろうって言う「えいや
あ！」っていう気持ちもあったんだね。まあ、
なんでもそうか。

でも、そういう状況でさ、誰に相談したりしてたの？

サ：えっと…お父さんにまず色々相談したのと、結
構…白樺のカツさんがもう野沢の人だから、
「野沢的にどうだろう？」っていうのは結構彼に
聞いてもらって。ビジネス面はお父さんです。

謙：お父さんは何かビジネスをやっているんだっけ？

サ：お父さんも自営業です。コンサルです。

謙：事業をやっている人の経営のアドバイスとかっ
てこと？

サ：そうですね。事業がうまくいってないところと
か、もしくは海外から日本支店を開きたいと
かっていうような人にアドバイスを。

謙：それはとても心強いね。えっと…お父さんがイ
ギリス？で、お母さんが大阪？いいっすね、関
西弁と英語で。

サ：はい。ふふふ。

ングの仕事をしていて。 翻訳ちょこちょこだけ
れど、 自分にとっても新しい業種で。で、なん
か「ちょっと自分に合ってないな～」と、てい
うかデスクワークが合ってないなというので。
（笑）なんか手に職をつけたいっていうのがきっ
かけで、まずロンドンでもブルワリーから入っ
たんですけれど。で、そのイベントで「AJBが
このビールを作っているんだ。」というのを知っ
て SNS でフォローし始めたら、結構すぐに求
人の情報が出ていて、応募して…。で、その時
に面接で来たのが初野沢です。

謙：ああ、そうなんだね。珍しい感じの辿り着き方
だよね。

サ：それも 6月ぐらいだったので誰もいなく…。
 だから雪山の野沢とかは見たことがなくて。で、
トムがすぐ翌日ぐらいに「採用したいんですけ
れど」って連絡をくれて。もうそれで決めました。

謙：すごいアクティブだよね。どんどんそうやって
自分で調べて行動していく感じが。

サ：なんか流れに任せているところは。

謙：素晴らしいですね～。

サ：色々そういうのをしていると次の機会も起こっ
たりして。自然と出ることが今までもあって。
今に至ります。

謙：そういう人、大好きです。尊敬するわ～。俺は
あんまり、変化とかは苦手なタイプだから…。

パンもやってるんだよね。

サ：パンは、お姉ちゃんがスイスに住んでるんで
すけれど、旦那さんがフランス人で、 趣味で天
然酵母パンを焼いていて。で、お姉ちゃんは発
酵食品のビジネスを向こうで始めたんですけれ
ど。味噌とかキムチを作ってるんですけれど。

謙：一家で事業家だねぇ。

サ：ヨーロッパに住んでいる時、お姉ちゃんのいる
スイスに1ヶ月ぐらい遊びに行くっていう時期
があって、その時に麹（こうじ）とパンの生
地の面倒というか、任されることがあったの
で、そこからちょっと パンの生地を触り始めて。
その時はそんなに興味がなくて。で、こっち（野
沢）に来た時『Pig&Barrel』で働いていたん
ですけれど、そこでパンを焼いていて、たまに
お客さんが「丸ごと1本買えないの？」と声を
かけてくれるようになって、その仕事を辞めた
時に、『七良兵衛』のカツさんが「よかったら
ここでもどう？」って。そういう流れで。

謙：あれはスイスパン？ドイツパン？

サ：もしカテゴリーに分けるとするとフランスなの
かな。

謙：ああいう硬いパン大好きなんですよ。この前の
も美味しかった。

サ：ありがとうございます。 それも流っていうか。
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サ：ありがとうございます。 それも流っていうか。



期限：2022年3月31日

スペシャルクーポン

…凄くいい。サムちゃんが描く野沢の未来。
サムちゃんと話していて、まず感じることは「自分の気
持ちに素直」だということ。良いことも悪いこともきち
んと受け入れ「じゃあどうする？」そんな問いかけを
日々自分にしているんじゃないかと思います。
自分が心地良かった空間、大好きだった空間が、自
分の大好きな村にあったらもっといいな…。そう思っ
てくれる気持ち自体がまず、地元民の僕にとってもひ
どく嬉しく思います。
そして実際に形にしてしまう彼女のことを尊敬します。

【インタビューを終えて……】

KEN TIMESをご覧のあなた
に、

プレゼントです！！！

Instagramフォローもよろしくお願いします!!

「スポーツ」と「カフェ」あるいは「食」や「Bar」というよ
うな、生活の一部としてスポーツを楽しむ、スポーツ
を絡ませて他のことも楽しむ、というスタイルは、ここ
野沢温泉にも凄くフィットしているし、ウィンターシー
ズンに頼りがちであった野沢が新しく向かうべき方
向なのかもしれません。
サムちゃんのインタビューを文字にしてみて、自分の
中に新しい風が吹く感覚がありました。
ありがとうサムちゃん。君は野沢の救世主になるのか
もしれない。

電話／0269-67-0801

インスタはこちら

The dojo Climbing
〒389-2502　下高井郡野沢温泉村豊郷７７６９

一日券を購入された方（村民は1,000円！）に

ドリンク 1杯サービス
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謙：でもさぁ、そういう環境があると事業を始めよ
うという気になれるだろうね。他の人よりも、
より。

サ：はい。その…サポートしてくれる家族がいると、
すごく心強いと思います。 結構、親も心配と
かはするんですけれど…ハッピーだったら…な
んでも。いいよっていう感じで。自由にして
くださいっていう…。

謙：いい教育ですね。

サ：はい。ありがたいです。

最近サムちゃんがハマってることは？

サ：最近は…夏はロードバイクを。去年の夏からやっ
ているんですけれど。で、今年の夏から友達の
誘いでマウンテンバイクを始めて。エヘヘヘヘ。
なんかそっちもちょっとハマりそうな予感が。

謙：ロードはどこへ漕ぎにいくの？

サ：戸隠に行ったり、今年は佐渡ヶ島を一周したり。

謙：チャリねえ。

サ：はい。チャリと…何回もやろうとして挫折して
るんですけれど、ギター。エヘヘへ。

 あと本も読むようにしています。

謙：ああ。じゃあ最近に良かったもの（本）を一つ
お願いします。

サ：えっと、英語の本なんですけれど…はい。フフフ。

謙：小説？ビジネス書？

サ：なんていうジャンル
なんだろう？なんか
ちょっと「考え方」っ
ていうのか…。最近
は。 たぶん自分が大変
と思って、余裕がな
いって感じ始めたとき
に、自分の嫌なところとかもいっぱい出て来
ちゃったので、そういうのを改善していきたい
なぁ。って。考え方とか、世界観って感じです
かね。大変な時は本とPodcastを聴いて。フ
フフフ。

「これからのサマンサ」を聴かせてください。

サ：これからのサマンサは…えっと…。（笑）  今ま
で結構「バタコ」と呼ばれるぐらいバタバタと
（ハハハハ）していて、それをもうちょっと余
裕のある感じに…。（笑）

謙：いやいや、それが良さなんじゃないっすか？

サ：（笑）どうかな。でも、大変じゃなくていいと
ころまで大変になっちゃうので、まあちょっと
バタバタを抑えながら、うん。ここをもっと良
くしていきたいです。

謙：ありがとうございます。サムちゃん良いわ！
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「ぽっぽ動物病院」
松川　恵 さん

「有限会社　丸見屋商店」
河野　晃久さん

「リラクゼーションNemu」
福澤　美里 さん

「nozowa green field」
河野　健児 さん

「やよい農園」
滝沢　弥生 さん

「and sugar」
髙坂　沙也香 さん

「ambis」
福澤　龍一 さん

「翻訳家」
辛島・ジェニファー・フランセス さん

「POWERDRIVE  R117」
庚　敏久さん

「BODY CARE SALON WISH」
白石　里香子 さん

「Paint Up Sugar」
佐藤　亮一 さん

「タイコア合同会社」
ロビンソン・ガードナー さん
            　　  奈津子 さん

「山本園」
山本　亮介 さん
　　　　愛 さん

「ひぐらし農場」
木内　晴基 さん
　 （妹）マミ さん

「合同会社
        MonkeyBusinessCO.」
中嶋サマンサ さん

「タイ料理　クアタイ」
市川　良樹 さん
　　　　史 さん

「野沢出張マッサージ
　サオリセラピイ」
齊藤　沙織 さん

ご契約者の中で「野沢・飯山をメインに事業を行なっている方」に向け
てインタビューをさせてもらっています。お客さま同士ががり合い、「地元がよ
り盛り上がっていったらいいな～」と思っています。

ご契約者のインタビュー
河野謙のホームページでご覧いただけます

https://konoken.com

皆さんのインタビュー
バックナンバーはこちら
からご覧くださいね！

バックナンバー

お楽しみに!!

河野謙のホームページ

K o n o  K e n

ニュースレター制作者・プロフィール

河野  謙（こうのけん）
■1987年7月10日生まれ（卯年・かに座）
■ファイナンシャルプランナー
■双子(弟は連)
■Ａ型　
■三児の父（長男：2016.7／長女：2018.12／　
　次男：2020.10）
■サイグラム／M10　　
■動物占い／感情的なライオン・ゴールド
■野沢温泉村在住
　（横落のFujiyoshi。ずっと地元民）

　スキーだけやっていた大学生活だったので、当時「こんな仕事が
したい！」というものがなく（スキーで稼いでいくほどの実力も自
信もなかった）、４年のゴールデンウィーク頃から就活をスタート。
　その頃、株やFXをやっていたということもあり「なんとなく金融
が面白そうかな」という思いと、長野県出身のスキー部の先輩が、
卒業後そこで活躍していることを知っていたので、地元の金融機
関である「株式会社　長野銀行」に入行。
 　入行後一年は、掃除、雪かきの毎日。ちょっと退屈だったが、
雪かきに関しては豪雪地帯・野沢温泉出身の実力をここぞとばか
りに発揮し、銀行の敷地内だけでは物足りず、勝手に近所の商店の
雪かきまでしていた。
　そして楽しくお茶をいただき、預金までしてもらっていた。お客
さんと心が通じる、「河野君だから」で任せてもらう。これが営業か
……と、その時に思った。

●野沢温泉小学校
●野沢温泉中学校
●飯山北高等学校
●立命館大学
  （経済学部・国際経済学科）
   ずっとスキー部（アルペン）

【学　校】

楽観主義者。過ぎる時もあるぐらいだが、小さ
い時からそうだったわけではない。大学ぐら
いから海外に行ったり、色んな友達と付き合
う中でそうなっていったと思う。判断は早い
方。ただし、睡眠不足に陥るとあらゆる面でう
まくいかなくなってしまう。

【性　格】

村上春樹、サリンジャー、浅田次郎、野田知佑、椎名誠、
伊集院静など。特に村上春樹は相当の回数読んでいる
作品が多い。

好きな作家遊びや日課

仕事の変遷

特に好きなものは90年代日本語
ラップ。
「BUDDHA BRAND」「キエるマキュ
ウ」に関しては博士。ユーミン、Hi-Fi 
Set、ビートルズ他、ジャズもクラ
シックも好き。

好きな音楽

「天運我に有り」
「時間はたっぷりある」
（これが最高の贅沢。口に出すと、心に余裕が持てる）
「ありがとう」

●スキー・スノーボード。
　シーズン中は週２ぐらいのペース。
●サーフィン。
　直江津がメイン。
　力強いハワイの波が
　忘れられない。
●中学校の時は北竜湖で
　ヘラブナを釣ることが
　何よりの楽しみだった。
　現在は渓流釣り。
●ゴルフ(2020年からハマり、2021年現在、100前
後をウロチョロ。斑尾タングラムがメイン。)

●サウナ。ちょっと行かないと禁断症状が出る。
　基本は木島平パノラマランド
●飲酒はほぼ毎日。夕飯時には欠かせない。
　（ビール、日本酒、ワイン、ウィスキー）
●昼寝もほぼ毎日。だいたい１時間ぐらいは眠る。
　比較的早起き。
●26歳から、お祭りで猿田彦の笛をやっている。
● 消防団員。第一分団第二動力班

好きな言葉

BUDDHA BRAND

　２年目からは松本の支店で営業係。預金・住宅ローン・投資信託・保
険を主に販売。最初はどうしていいかわからず、お客さんの家でお茶
をもらってばかりいたが、ある日突然自分の中で「何か」が解り、そ
こからは営業が楽しくて仕方なくなった。
　お客さんは「その先に何を求めているか。」これが本質。
 
　2014年（銀行4年目26歳の時）長野銀行出身の、尊敬する先輩に
声をかけてもらったことがきっかけで、現在の会社に転職。ずっ
と地元だけで仕事ができる。本当に自分が好きで、お客さんに
とって100％いいものだけを案内できるということが最大の魅力
だった。
　現在は「KEN TIMES」も発行。地元の事業主のインタビュー、
お得な金融情報、日々の日記を掲載している。お客さん同士が繋
がり、地元がどんどん盛り上がっていくことが何よりの喜び。
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